
学校番号 3005 

令和３年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業(電気) 科目 電子回路 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「電子回路」 （実教出版） 

副教材等  

 

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 コンピュータ・携帯電話・スマートフォン・カーナビゲーションシステム・エアコンなど日常

生活において便利で快適な生活を送るのに使用されているこれらの機器には、電子回路が組み込

まれている。 

電子回路技術は、時代とともに進展・発展しながら電子機器の小型化や高機能化が実現されて

きた。その基礎となる「電子回路」を学ぶにあたり、まずは電気基礎を復習し、基本となるオー

ムの法則・ジュール熱・交流回路などの知識の定着を図る。その上で電子回路の構成要素である

電子回路素子の基本的な機能と特徴および回路の動作原理を正しく理解し、電子回路を設計・製

作できる能力をつけ、それらを応用する知識と技術を確実に身に付けられるよう、講義形式だけ

の授業に終わらず、電子回路実習などを活かし実践・組み立ての経験を積むことにより、「電子

回路」に興味関心を高めることで授業効果が上がることができるよう取り組んでいく。 

 

2 学習の到達目標 

半導体素子の構造・性質を理解した上で、電子回路に興味を持ち基礎的な知識と技術を習得する。

また、習得した知識と技術を具体的な実践回路へ発展させ、実際に活用できるようにする。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電気基礎で学ぶ電気

回路の基礎的知識を

復習することで定着

させ、電子回路素子

について意欲的に学

習に取り組み、学習

態度は真剣である。

また、各種の電子回

路について関心をも

ち、知識を活用する

態度を持っている。 

半導体のもつ特有な

電気的性質を理解

し、電子回路素子の

キャリヤの役目およ

び空乏層を科学的に

考察し表現できる。

また、回路の動作を

科学的に推論し表現

できる能力を身に付

けている。 

ダイオード・トラン

ジスタなどの特性を

理解しながら、電子

実習において特性測

定を行う技能が取得

できており、測定結

果をグラフに表し、

実験報告書の作成や

発表ができる。また、

オシロスコープによ

り波形を観測する技

能を習得している。 

電気基礎の基礎的

知識が充分理解し、

活用できる。 

電子回路素子の構

成・特性などの基本

的な事項の知識を

持ち、回路の動作原

理を理解している。

また、諸量の数式表

現を理解し、それら

を式によって求め

ることができる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察、確

認テスト、ノート、

振り返りシート、発

表等 

学習状況の観察、確

認テスト、ノート、

振り返りシート、発

表等 

実習態度・状況の観

察、レポート、確認

テスト、ワークシー

ト等 

確認テスト、ノー

ト、定期考査の結果

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 

期 

電
気
基
礎
・ 

電
磁
気
・ 

電
子
回
路
素
子 

 
○電気基礎の復習 
 
 
○電磁気・静電気の復習 
 
 
○半導体の構造、特性 
 
 
 
 
 
○ダイオード 
 
 
 
○トランジスタ 
 
 
 
○ＦＥＴとその他の半導体
素子 
 
 
 
○集積回路 
 

 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
○ 

 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 

 
○ 
 
 
○ 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
○ 
 

a:オームの法則・直流・交
流回路理論が理解できて
いる。 

b:電磁気・静電気の基礎を
理解し、電子回路素子との
と関連付けができている。 

c:半導体の電気的性質を理
解し、シリコンとゲルマニ
ウムという半導体材料を
覚えている。正孔・自由電
子・ｐ形・ｎ形などの用語
が理解できている。 
pn 接合ダイオードの構
造・特性を理解し、回路構
成や各種ダイオードの活
用方法を理解できている。 

d: トランジスタの基本構
造・動作原理・静特性・最
大定格などについて理解
できている。 
ＦＥＴ（電界効果トランジ
スタ）の種類と構造・相違
点などが理解できている。
各種半導体素子の特性を
理解している。 
ＩＣの分類、バイポーラＩ
Ｃなどの構造、特徴につい
て理解している。 

 
学 習 状 況
の観察 
 
ワ ー ク シ
ート 
 
ノート 
 
振 り 返 り
シート 
 
確 認 テ ス
ト 
 
定 期 考 査
の結果等 

後 

期 

増
幅
回
路
の
基
礎
・ 

い
ろ
い
ろ
な
増
幅
回
路 

○増幅とは 
トランジスタの増幅回路
の基礎 

 
 
 
○トランジスタのバイアス
回路 

 
 
○トランジスタによる小信
号増幅回路 

 
 
 
 
○トランジスタによる小信
号増幅回路の設計 

 
 
 
 
 
○ＦＥＴによる小信号増幅
回路 

 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 

 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
○ 

a: 増幅という用語の定義、
トランジスタによる増幅
の原理、基本増幅回路・ｈ
パラメータと小信号等価
回路などについて理解し
ている。 

b: バイアス回路の意義・安
定度・種類・特徴などにつ
いて理解している。 
c:トランジスタ 1個を用い
た小信号増幅回路の基本
特性、バイアス回路と交流
信号回路の関係、増幅度・
利得、周波数特性などが理
解できている。 
d:電流帰還バイアス回路を
用いた小信号増幅回路を
設計し、ＲE、ＲC、ＲA、
ＲB、Ｃ1、Ｃ2、ＣEを求め
る方法及び hfe、hie を求
める方法について理解し
ている。 
ＦＥＴを用いた小信号増
幅回路の構成、等価回路、
バイアス回路、ソース接地
増幅回路などについて理
解している。 

 
学 習 状 況
の観察 
 
ワ ー ク シ
ート 
 
ノート 
 
振 り 返 り
シート 
 
確 認 テ ス
ト 
 
定 期 考 査
の結果等 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 



 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


